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リスク管理体制

　金融の自由化、国際化の進展や技術革新など金融環境が大きく変化するなかで、金融機関の抱えるリス
クも一段と複雑かつ多様化しています。
　このような環境のなか、当金庫では、リスク管理が経営の健全性と適切な収益の安定性を確保する上で
極めて重要であるとの認識のもと、リスク管理を経営の最重要課題のひとつと位置付け、金融環境の変化
に柔軟に対応できるリスク管理態勢の整備に積極的に取組んでいます。

統合的リスク管理
　経営に関わるすべてのリスクを総体的に捉え、適切なリスク・テイクとリスクコントロールを行うことによ
り、経営の健全性向上を図るため、「統合的リスク管理態勢」の強化に努めています。統合的リスク管理に係
る重要な事項の策定や協議などを行う「リスク管理委員会」において、各種リスクのうち可能なものは共通
の尺度により計量化を行い、経営体力の範囲内にリスクをコントロールするなど、リスク管理の高度化に取
組んでいます。
　主な個別リスク管理については、次のように充実強化を図っており、リスクに関する状況を定期的にリス
ク管理委員会・経営会議に報告するとともに、必要に応じて理事会へ報告する等の管理態勢としています。

　信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、資産価値が減少ないし消失し、金融機関が損
失を被るリスクのことです。
　当金庫では、リスク管理委員会を毎月開催し、信用リスク管理・運営における重要事項を審議しています。
　管理の方法としては、貸出債権の健全性を維持するため、信用格付システムの活用により、審査管理の
充実を図るとともに、貸出の基本方針を「融資方針」として定め、営業店指導の強化、集合研修、職場内研修
などによる職員の審査管理能力の向上のほか、データの整備、分析等インフラ整備に努め、与信ポートフォ
リオ管理の充実を図っています。
　また、信用リスク計量化システムの導入により、リスク量の把握に努めるなど、貸出債権の健全性の確保
に万全を期しています。

リスク管理体制

信用リスク管理1

　市場リスクとは、金利、為替、株式等の様々な市場のリスク・ファクターの変動により、資産・負債（オフ・バ
ランスを含む）の価値が変動し損失を被るリスク、資産・負債から生み出される収益が変動し損失を被るリ
スクのことです。
　当金庫では、リスク管理委員会を毎月開催し、市場リスク管理・運営における重要事項を審議しています。
　また、市場リスク量について、市場リスク限度額を設けるとともに、損失額の上限を設定することで、リス
ク量や損失額を一定の範囲に抑えるよう運営しています。

市場リスク管理2

　流動性リスクとは、運用と調達の期間のミスマッチや予期せぬ資金の流出により、必要な資金確保が困難
になる、又は通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされることにより損失を被るリスク（資金繰り
リスク）及び市場の混乱等により市場において取引ができなかったり、通常よりも著しく不利な価格での取引
を余儀なくされることにより損失を被るリスク（市場流動性リスク）のことです。
　当金庫では、リスク管理委員会を毎月開催し、流動性リスク管理・運営における重要事項を審議しています。
　また、資金繰りの状況に応じた「平常時」・「懸念時」・「危機時」の区分、及び「懸念時」・「危機時」の対応を定
め、資金繰りリスクに万全を期しています。

流動性リスク管理3

　オペレーショナル・リスクとは、金融機関の業務の過程、役職員の活動もしくはシステムが不適切であるこ
と、または外生的な事象により損失を被るリスクをいいます。その中には、事務リスク、システムリスク、法務リ
スク、有形資産リスク、人的リスク、風評リスク等が含まれます。
　当金庫では、オペレーショナル・リスク管理委員会を毎月開催し、オペレーショナル・リスク管理全般につい
ての協議、検討を行っています。

オペレーショナル・リスク管理4

　当金庫は、コンプライアンス統括部署を設置して法令等遵守に関する事項を統括するとともに、コン
プライアンス委員会において必要事項を審議する体制としています。また、各部署にコンプライアンス
責任者を配置する等、コンプライアンス態勢を円滑に機能させるために万全を期しております。

コンプライアンス・お客様保護
コンプライアンスとお客様保護について

　当金庫は、地域金融機関としての社会的使命と公共性に鑑み、信頼の維持、業務の健全性及び適切性の確
保のため、法令等遵守態勢を確立し、その運営・管理に資することを経営の重要課題として全力で取組みます。

コンプライアンス
基本方針

目的

1.法令やルールを厳格に遵守し、社会的規範に背かない公正な業務を遂行します。
2.積極的かつ適正なディスクローズ等により地域社会とのコミュニケーションの充実を図ります。
3.質の高い金融サービスの提供を通して地域経済・地域社会の発展に貢献します。
4.環境問題に積極的に取組みます。
5.組織的な犯罪収益の防止に積極的に取組みます。
6.反社会的勢力との取引を含めた関係を遮断し、不当要求に対しては断固として拒絶します。
7.職員の人権を尊重し、秩序ある職場風土の醸成に努めます。

1.当金庫は、反社会的勢力との取引を含めた関係を遮断し、不当要求に対しては断固として拒絶します。
2.当金庫は、反社会的勢力による不当要求に対し、職員の安全を確保しつつ組織として対応し、迅速な問
　題解決に努めます。
3.当金庫は、反社会的勢力に対して資金提供、不適切・異例な取引および便宜供与は行いません。
4.当金庫は、反社会的勢力による不当要求に備えて、平素から警察、暴力追放運動推進センター、弁護士
　などの外部専門機関と緊密な連携関係を構築します。
5.当金庫は、反社会的勢力による不当要求に対しては、民事と刑事の両面から法的対抗措置を講じる
　等、断固たる態度で対応します。

基本方針

コンプライアンス
運営態勢について

　私ども大垣西濃信用金庫は、社会の秩序や安全に脅威を与え、健全な経済・社会の発展を妨げる反社会的
勢力との関係を遮断するため、以下のとおり「反社会的勢力に対する基本方針」を定め、これを遵守します。反社会的勢力に

対する基本方針

1.当金庫は、法令やルールを厳格に遵守し、社会規範に則り、誠実かつ公正な企業活動を遂行します。ま
　た、お客様の正当な利益の保護や利便性の向上にむけて継続的な取組みを行ってまいります。
2.当金庫は、お客様の信頼確保に努めつつ、説明を要するすべての取引や商品について、そのご理解や
　ご経験・ご資産の状況等に応じた適正な情報提供と商品説明及びリスク説明を行います。
3.当金庫は、お客様からのご意見や苦情については、公正・迅速・誠実に対応し、お客様のご理解と信頼
　を得られるよう努めるとともに、お客様の正当な利益が保護されるように努めてまいります。
4.当金庫は、お客様の情報を、適切かつ適法な手段で取得し、法令等で定める場合を除き利用目的の範
　囲を超えた取扱いやお客様の同意を得ることなく外部への提供を行いません。また、お客様の情報を
　正確に保つように努めるとともに、情報への不正なアクセスや情報の流失・紛失等の防止のため、必要
　かつ適切な措置を講じてまいります。
5.当金庫が行う業務を外部業者に委託するにあたっては、お客様の情報の管理やお客様への対応が適
　切に行われるよう努めてまいります。
6.当金庫又は当金庫の連結対象子会社等との取引に伴い、お客様の利益が不当に害されることのない
　よう、利益相反の管理を適切に行ってまいります。

お客様保護等
管理方針

［お問い合わせ窓口］ 大垣西濃信用金庫 リスク統括部 お客様サービス課
郵便番号：503-0828　住所：岐阜県大垣市恵比寿町1丁目1番地
ダイヤルサービスセンター 平日のみ　午前9時～午後5時　0120-167-506（フリーダイヤル）

携帯電話・PHSからは 平日のみ　午前9時～午後5時　0584-47-8811（通話料がかかります）
FAX：0584-75-5220　Eメール：ogakiseino-sb@ninus.ocn.ne.jp

お問い合わせ内容●ご意見ご要望
●キャンペーン商品、年金、住宅・個人ローン
●投信、国債、保険、外貨預金
●預金および振込等為替

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フリーダイヤル 内線1番
・・・フリーダイヤル 内線2番

・・・・・・・・・・・フリーダイヤル 内線3番
・・・・・・・・・・・・・・・フリーダイヤル 内線4番


